
文学者の戦争協力

神子島　健（かごしま　たけし）



戦時期の日本文学史のもっとも有名な一コマのひとつ



『東京朝日新聞』
1938年8月27日夕刊



『朝日新聞』
1945年3月3日夕刊



1．はじめに

　

鶴見俊輔、17歳の時



1．はじめに

チャルマーズ・ジョンソン



2．「満州事変」後の戦争報道から

石橋湛山



愛国心の再定式化（ルイーズ・ヤング）

「肉弾三勇士」

2．「満州事変」後の戦争報道から



『文芸春秋』社長であり作家であった菊池寛

2．「満州事変」後の戦争報道から



当時の戦場についての報道例　『東京朝日新聞』1938年5月24日朝刊

3．盧溝橋事件前後の言論と作家



3．盧溝橋事件前後の言論と作家

『東京朝日新聞』
1937年7月12日朝刊



3．盧溝橋事件前後の言論と作家

『東京朝日新聞』
1937年7月13日朝刊



3．盧溝橋事件前後の言論と作家

『官報』
1937年7月31日



3．盧溝橋事件前後の言論と作家

戸坂潤　　　　　　　　　　　　　三木清



『東京朝日新聞』
1937年7月19日朝刊

3．盧溝橋事件前後の言論と作家



榊山潤（1940年ごろ）

3．盧溝橋事件前後の言論と作家



3．盧溝橋事件前後の言論と作家



3．盧溝橋事件前後の言論と作家

石川淳　



石川達三
『生きてゐる兵隊』

火野葦平
『麦と兵隊』

一作家として、占領後の南
京を取材

軍人として、報道班員の立
場から取材

彼らを取り巻く状況や内面を
含めてフィクションならでは
の作品を描こうとした

兵士たちの視点ならでは、
そのリアリズム

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



石川達三

（1905-1985）
第一回芥川賞受賞
（1935年）

『結婚の生態』

　をはじめ、

『風にそよぐ葦』『人間の
壁』など、数々のベスト
セラーを世に出した。

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



『朝日新聞』に当時掲載された広告

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



「生きてゐる兵隊」発売禁止

『朝日新聞』
1938年2月19日朝刊

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



『中央公論』

1938年3月号



抜粋1　
捕虜斬殺のシーン（実際に当時、当たり前のように行われ
ていた）

編集部は主に、人数（13人）や、具体的に斬る場面を伏字
処理とした。

抜粋２

業者が国内から中国へ「慰安婦」を連れて行くシーン

人数や「女たち」といった言葉が削られているが、普通に読
めば文脈で分る内容となっている。

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



火野葦平（1906-1960）

1937年9月、召集されて入
営する直前に短編「糞尿譚」
を書き上げる。

1938年2月、占領地の杭州
に滞在中、 「糞尿譚」で芥川
賞受賞の知らせを受ける。

『東京朝日新聞』1938年2月12日

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



1938年3月、文藝春秋社から小林秀雄が派遣され、「陣中授賞式」が行
われる。日中戦争期の文学を象徴するエピソードの一つ。

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



1.日本軍が負けている所を書いてはならない。
2.戦争の暗黒面を書いてはならない。
3.戦っている敵は憎々しくいやらしく書かねばな
らない、敵国の民衆を書く場合も同じ。
4.作戦の全貌を書くことは許されない。
5.部隊の編成と部隊名は書けない。
6.軍人の人間としての表現を許さない。
7.女のこと（兵士にまつわる恋や性の問題）を書
いてはならない。

（以上は参考資料に記載）

火野葦平（写真は『麦と兵隊』より）

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



抜粋1　
戦場での兵士たちの日常を捉える

抜粋２

孫圩での激しい戦闘に巻き込まれ、生き残った後の家族
への思い（戦地と銃後をつなげるテクスト）

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



『東京朝日新聞』1938年7月21日朝刊



抜粋3
中国の農民への愛着と、そこに入り込んでいる中国への
蔑視（侵略の現状を肯定する）

抜粋4　
日付、部隊などの基礎的情報以外においては伏字（検閲）
の跡を残さぬ形で発表されたテクスト

4．「生きてゐる」兵隊と「麦と兵隊」



重要な関連事項の年表

1931年9月18日　「満州事変」発生

1933年2月20日　小林多喜二の虐殺

1937年7月7日　盧溝橋事件発生

1938年2月18日　「生きてゐる兵隊」発売禁止

1938年7月22日「麦と兵隊」発表

1938年8月23日　内閣情報部、漢口作戦への作家の従軍を発表

1941年12月～　作家・文化人たちの白紙徴用

1945年2月23日　被徴用の従軍作家、里村欣三、フィリピンにて戦死


